
　インターネットは、パソコンやスマートフォン、
タブレットなどを使って簡単に利用できます。また、
さまざまなアプリやＳＮＳの活用により、コミュニ
ケーションの輪が広がります。世界中のＷＥＢサイ
トにアクセスできたり、遠く離れた人とも写真や動
画を共有することができたりと、インターネットは
世界中のさまざまな人やモノとつながることができ
る便利なツールです。
　しかし、使い方を間違えると、事件や犯罪に巻き
込まれるきっかけとなったり、人を傷つける「凶器」
にもなったりします。軽い気持ちで投稿したメッセ
ージや写真によって、他人や自分自身の名誉、プラ
イバシーを侵害し、時には平穏な生活や身体・生命
を脅かす事態につながることもあります。
　身近に起こっているトラブルの事例には、ネット
いじめ、著名人に対する悪口、個人情報の拡散、性
犯罪・児童ポルノ・リベンジポルノ、特定の民族を
追い出そうとする差別的な投稿（ネットヘイト）な
どがあります。

　自由に意見や情報を発信・収集できるインターネ
ットにより、表現の自由や知る権利を、より一層得
られるようになった一方で、気付かないうちに、自
分の人権が侵害されたり、他人の人権を侵害したり
するかもしれないことを忘れてはいけません。
　インターネット上の発言や書き込みが匿名ででき
ることから、攻撃的な表現や差別的な表現をしてし
まう傾向がありますが、トラブルを起こしたり、ト
ラブルに巻き込まれたりしないためには、「正しいル
ールと知識を身に付け、人権尊重意識をもって、イ
ンターネットを利用する」ということが大切です。
　インターネット上で発信をしたり、他人の投稿を
シェアする前に、それが誰かを傷つけたり、自分の
身を危険にさらしたりする可能性がないかを注意深
く考えましょう。また、インターネット上でも実生
活でも、互いを思いやることが必要
です。誰もが楽しくインターネット
を利用できるよう、私たち一人一人
が心がけて行動しましょう。

差別をなくすために  第 460 号

インターネット上の人権侵害をなくしましょう

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係
　（☎２２３‐３５４６）

犬  を飼う場合は、狂犬病予防法に基づき下記の手続きが必要です。忘れずに手
続きを行いましょう。

　●�屋外飼育する場合は、必ず
十分な強度のロープや鎖な
どでつなぎ、放し飼いはや
めましょう。

　●��散歩中の犬がふんをした場
合は、飼い主が必ず拾って
持ち帰ってくださ
い。歩道や公園など
公共の場所や住宅
や門扉などをふん
尿で汚さないよう
にしましょう。

▽ �登録
　�　狂犬病予防法により、犬を取得した日（生後
90日以内の犬を取得した場合は生後 90日を経過
した日）から 30 日以内に犬の登録
をしなければなりません。
　◦�登録手数料３０００円 が必要です。
　※�飼い犬が死んだ場合などは、役場で

登録抹消の手続きをしてください。

▽ �予防接種
　�　狂犬病予防法により生後 91日以
上の飼い犬は、狂犬病の予防注射を
忘れないよう必ず毎年受けさせてく
ださい。
◦�注射済票交付手数料５５０円が必要です。

▽ �問い合わせ　環境・公園係
　（☎２２３‐３５３８）

犬の飼育のはなし犬の飼育のはなし犬の飼育のはなし

広報あしや　2023.10芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp ⑩

うんちは

持って

帰るワン



日
本
脳
炎
第
２
期
の

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
日
本
脳
炎
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
た
蚊

に
刺
さ
れ
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
感
染

後
、発
症
す
る
と
、突
然
の
高
熱
や
頭
痛
、

お
う
吐
な
ど
の
症
状
が
現
れ
、
ま
ひ
な

ど
の
後
遺
症
が
残
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

９
～
12
歳
の
人
は
日
本
脳
炎
第
２
期

（
１
回
接
種
）
の
対
象
者
で
、
標
準
的
な

接
種
年
齢
は
９
歳
で
す
。

　

乳
幼
児
期
に
受
け
た
１
期
接
種
の
続

き
で
、
免
疫
を
つ
け
る
上
で
と
て
も
大
切

な
接
種
で
す
。

　

２
期
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
接

種
を
受
け
、
免
疫
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

※�

平
成
19
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
で
、
ま
だ
2
期
接
種
が
済
ん
で

い
な
い
人
は
、
20
歳
に
な
る
前
ま
で

は
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

１
期
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
人
は
、

医
師
と
相
談
の
う
え
、
先
に
１
期
分

を
接
種
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
健
康
づ
く
り

係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

費
用　
無
料

▽�

接
種
で
き
る
町
内
の
医
療
機
関

◦
柿
木
医
院
（
☎
２
２
３
‐
０
０
２
７
）

◦
須
子
医
院
（
☎
２
２
３
‐
０
１
２
６
）

◦�

花
美
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
☎
２
２
３
‐

２
５
０
０
）

※�

こ
の
ほ
か
、
福
岡
県
内
の
予
防
接
種

広
域
化
実
施
医
療
機
関
で
も
接
種
で

き
ま
す
。

※
接
種
前
に
必
ず
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

保
護
者
以
外
が
同
伴
す
る
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

10
月
は
「
臓
器
移
植
普
及
推
進

月
間
」
で
す

　

臓
器
移
植
の
こ
と
を
考
え
、
家
族
と

話
し
合
い
、「
提
供
す
る
」「
提
供
し
な
い
」

な
ど
の
意
思
表
示
を
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー

ド
や
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
な
ど
で
の
意
思
表
示
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

10
月
は
「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進　

月
間
」
で
す

　

白
血
病
な
ど
の
治
療
に
有
効
な
骨
髄

な
ど
の
移
植
を
行
う
に
は
、
善
意
の
骨

髄
提
供
者
（
ド
ナ
ー
）
が
必
要
で
す
。

１
人
で
も
多
く
の
患
者
を
救
う
た
め
、

ド
ナ
ー
登
録
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
ド
ナ
ー
登
録
の
推
進
や
移

植
に
よ
る
ド
ナ
ー
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
「
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
助

成
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
骨
髄
バ

ン
ク
事
業
に
ド
ナ
ー
登
録
を
行
い
、
骨

髄
な
ど
の
提
供
を
行
っ
た
人
に
は
、
最

大
20
万
円
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
助
成
金
＝
健
康
づ
く

り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）
ド

ナ
ー
登
録
＝
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
（
☎

〈
０
３
〉
５
２
８
０
‐
１
７
８
９
）

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

健
診
結
果
の
見
方
、
脱
メ
タ
ボ
！

　

あ
な
た
の
血
液
は
サ
ラ
サ
ラ
？
ド
ロ

ド
ロ
？
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る

講
話
や
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
の

試
食
を
行
い
ま
す
。
月
に
1
回
、
全
6

回
コ
ー
ス
の
講
座
で
す
。
健
康
の
こ
と

を
み
ん
な
で
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　

第
1
回
＝
10
月
31
日
火
・
午

前
９
時
30
分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け

付
け
）
～
午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
健
診
結
果
表
ま

た
は
血
液
検
査
結
果
、
筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

10
月
24
日
火
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館

健
康
・
子
育
て

町ホームページ
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無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　
10
月
17
日
火
・

午
後
１
時
30
分
か
ら

▽�

と
こ
ろ　
役
場
２
階

▽�

定
員　

６
人
（
事
前

申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

相
談
時
間　
１
人
約
30
分

※�

申
し
込
み
は
、
１
つ
の
相
談
内
容
に

つ
き
１
回
ま
で
。
ま
た
、
複
数
人
で

は
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み　
９
月
26
日
火
か
ら
庶
務

係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）
へ

北
九
州
視
覚
特
別
支
援
学
校

幼
児
生
徒
募
集
説
明
会

　
入
学
希
望
者
が

学
科
な
ど
を
正
確

に
理
解
し
て
か

ら
、
入
学
検
査
に

臨
め
る
よ
う
に
し

ま
す
。
ま
た
、
入

学
選
考
検
査
に
必
要
な
志
願
書
な
ど
の

配
布
と
説
明
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
６
日
水
・
午
後
１
時
45

分
か
ら

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
立
北
九
州
視
覚
特

別
支
援
学
校
（
八
幡
東
区
高
見
）

▽�

対
象

①�

幼
稚
部
＝
平
成
30
年
4
月
2
日
～
令

和
3
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児

②�

高
等
部
専
攻
科
理
療
科
＝
特
別
支
援

学
校
高
等
部
、
高
等
学
校
、
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
し
た
人
か
令
和
6
年

3
月
に
卒
業
見
込
み
の
人
、
ま
た
は

学
校
施
行
法
規
則
で
そ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

▽�

資
格　
①
②
＝
両
眼
の
視
力
が
お
お

む
ね
０
・
３
未
満
の
人
ま
た
は
視
力

以
外
の
視
機
能
障
が
い
が
高
度
の
人

の
う
ち
、
拡
大
鏡
な
ど
を
使
用
し
て

も
通
常
の
文
字
、
図
形
な
ど
の
視
覚

に
よ
る
認
識
が
不
可
能
ま
た
は
著
し

く
困
難
な
人
。
原
則
、
保
護
者
と
と

も
に
福
岡
県
に
住
ん
で
い
る
人

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
立
北
九
州
視

覚
特
別
支
援
学
校
（
☎
６
５
１
‐
５

４
１
９
）

相
談

・
子
育
て

　日程は天候などで変更になる場合があります。また、事前に電話予約が
必要なものもあります。申し込みや問い合わせは、直接、園へお願いします。

幼稚園・保育所・認定こども園

園開放日
10 月～ 12月

◦愛生幼稚園（☎２２３‐０３５８）
と　き 内　容

10月 12日木 10：00～ 11：30 入園説明会

11月９日木 10：00～ 11：30 絵の具を使って遊ぼう

12月７日木 10：00～ 11：30 クリスマス制作あそび

◦若葉保育所（☎２２２‐２６２４）
と　き 内　容

12月 22日金 10：50～ 11：50 劇団風の子による演劇

◦認定こども園 芦屋中央幼稚園（☎２２２‐０３２７）
と　き 内　容

10月 11日水 10：00～ 11：30 幼稚園見学会
（親子 30組）

11月 14日火 10：00～ 11：30 汽車バスに乗っていろいろな所に
行ってみよう（親子 20組）

12月 13日水 10：00～ 11：30 絵画造形「いろいろな素材を使って
楽しく作りましょう」（親子20組）
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令和６年度遠賀郡・中間市私立幼稚園・認定こども園の新入園児募集

▼ �町内の私立幼稚園・認定こども園　
①願書配布・受付開始日
　配布　10 月２日月から
　受け付け　11 月１日水から
②対象
　�平成 30 年 4月 2日～令和４年４月 1日までに生
まれた人
③入園見学会日程・参加予約・問い合わせ�
　�※参加には事前予約が必要です。
　■�認定こども園芦屋中央幼稚園　10 月 11 日水・
午前 10時～ 11時 30分（☎２２２‐０３２７）

　■�愛生幼稚園　10月 12日木・午前 10時～ 11
時 30分（☎２２３‐０３５８）

▼ �遠賀郡そのほかの町・中間市の
　私立幼稚園・認定こども園
　※�詳しくは、各園に直接問い合わせてください。

愛生幼稚園　芦屋海浜公園遠足芦屋中央幼稚園　すいか割り

※認定こども園（保育所部分）の新入園児募集は
　時期が異なります。

遠
賀
町
遠賀中央幼稚園 ☎２９３‐００９７

岡
垣
町

岡垣第一幼稚園 ☎２８２‐０２３５
認定こども園岡垣中央幼稚園 ☎２８２‐０２４７
認定こども園えびつ幼稚園 ☎２８２‐１１３５

水
巻
町

水巻聖母幼稚園 ☎２０１‐９５５９
認定こども園水巻幼稚園 ☎２０２‐０００１
認定こども園水巻中央幼稚園 ☎２０１‐０４１９

中
間
市

はぶ幼稚園 ☎２４５‐０５１９
明願寺幼稚園 ☎２４６‐１９９８
中間東幼稚園 ☎２４５‐０９６８
中間中央幼稚園 ☎２４４‐１５３０
緑ヶ丘第三幼稚園 ☎２４４‐２４８７
中間南幼稚園 ☎２４６‐１２５８
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た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前の子どもと保護者です。

●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター
 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７） 　【離乳食の日】（５組限定）

　　栄養士による栄養指導と進め方相談

� 　 � ▽ �とき　10 月 10 日火・午前 10 時 30 分～ 11
時 30分

　※ 10月３日火から予約開始
　※�実際には食べませんが、家庭で作った離乳食や
市販のベビーフードの形状や種類などのアドバ
イスをします。

　【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談
　　�10 月の相談日はありませんが、気になること
があれば、気軽に電話をしてください。

　※次回は、11月 14日火です。

♥にこにこ絵本

　 ▽ �とき　10月２日月・午前 11時～ 11時 30分
♥絵本タイム

　 ▽ �とき　10月 20日金・午前 11時～ 11時 30分
♥すくすく広場「ベビーマッサージ」（10組限定）

　 ▽ �とき　10月 24日火・午前 10時～ 11時
　※ 10月 10日火から予約開始

♥親子教室「親子うんどう遊び」（10 組限定）

　 ▽ �とき　10月 27日金・午前 10時～ 11時
　※ 10月 13日金から予約開始

　 ▽ �ところ　緑ヶ丘保育園２階ホール
♥育児相談
　【ほほえみ相談】 小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽ �とき　10月４日水・午前 10時～正午
　※町内に住んでいる人のみ予約できます。
　 ▽ �問い合わせ　健康づくり係（☎２２３‐３５３３）

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　10月 18日水・午前 10時～正午
▽ �ところ　山鹿公民館和室

※�たんぽぽスタッフが絵本やおもちゃを
用意して待っています。

10 月の日曜開館日　１日・15 日



令
和
５
年
度
芦
屋
町
ブ
ラ
ン
ド

認
定
商
品
を
募
集

　

芦
屋
町
で
は
、
町
の
豊
か
な
自
然
や

文
化
な
ど
に
育
ま
れ
て
き
た
素
材
や
優

れ
た
技
術
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
商
品
の

魅
力
を
町
内
外
へ
発
信
す
る
た
め
、
芦

屋
町
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
を
行
っ
て
い

ま
す
。
令
和
５
年
度
の
認
定
対
象
と
な

る
商
品
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ラ

ン
ド
認
定
さ
れ
た
商
品
の
中
か
ら
金
賞

を
選
定
し
ま
す
。

▽�

募
集
商
品　
芦
屋
町
内
事
業
者
が
生

産
し
た
商
品
ま
た
は
芦
屋
町
産
の
原

材
料
が
含
ま
れ
た
商
品

▽�

募
集
期
間　
９
月
25
日
月
～
10
月
31

日
火

▽�

応
募
方
法　
芦
屋
町
ブ
ラ
ン
ド
認
定

申
請
書
に
記
入
の
う
え
、
郵
送
（
〒

８
０
７
‐
０
１
９
８
（
住
所
記
入
不

要
）
商
工
観
光
係
）
ま
た
は
持
参
（
産

業
観
光
課
窓
口
へ
）
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
は
、
産
業
観
光
課
窓
口
、
芦

屋
町
商
工
会
、
芦
屋
町
観
光
協
会
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

▽�

結
果
通
知　
12
月
ご
ろ
に
結
果
を
通

知
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
２
）

人
権
ま
つ
り
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

出
演
者
を
募
集

　

今
年
で
25
回
目
と
な
る

「
芦
屋
町
人
権
ま
つ
り
」。
多

く
の
人
に
「
人
権
」
を
身
近

な
も
の
と
し
て
感
じ
て
も
ら

う
た
め
に
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
９
日
土
・
午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽�

対
象　
人
権
を
身
近
な
も
の
と
し
て

感
じ
ら
れ
る
催
し
物
（
演
劇
・
踊
り
・

歌
・
演
奏
な
ど
）
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
町
内
の
団
体

※�

出
演
希
望
団
体
が
多
数
の
場
合
は
、

抽
せ
ん
と
し
ま
す
。

※�

出
演
時
間
な
ど
は
、
人
権
ま
つ
り
実
行

委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
10
月
６
日
金
ま
で
に
社
会

教
育
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
４
６
）
へ

募
集

・
相
談

令和４年度ブランド金賞
「芦屋赤しそ純米梅酒」

消費者ホットニュース

＜事例１＞
　�　スマートフォンに表示された広告の中
に安価なワンピースを見つけ、数着注文
した。支払い方法は銀行振込のみだった
ため外国人名義の口座に 1
万円振り込んだが、商品が
届かない。

＜事例２＞
　�　痩せるという健康食品をスマートフォ
ンから注文した。１箱９９０円と安価であ
り、１回限りだと思ったが、２回目が届い
た。２回目は高額で 10倍の値段。しかも
３箱も届いた。驚いて解約の電話をする
がつながらず、やっとつながったと思っ
たら解約はできないと言われてしまった。

＜アドバイス＞
■�事例 1の場合、「安価」「支払い方法が一択」
「外国人名義の口座」という
特徴を持つ、典型的な詐欺
サイトの手口です。特徴を
覚えておきましょう。
■�事例２は、消費者が気づかずに「定期購入」
の契約をしているケースです。ネット上の
通信販売では、契約前の「最終確認画面」
や利用規約、返品規約を確
認したうえで申し込みまし
ょう。

▽ �問い合わせ　芦屋町消費生
活相談窓口
　（環境住宅課内☎２２３‐３５４３）

安易な契約はやめましょう！

広報あしや　2023.10芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp ⑭



人
権
生
活
相
談

　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

10
月
５
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

◎�

10
月
19
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎��

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

行
政
相
談
週
間

　

10
月
16
日
月
～
22
日
日
は
「
行
政
相

談
週
間
」
で
す
。
年
金
や
道
路
、
福
祉

な
ど
、
国
の
仕
事
に
関
し
て
困
っ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談

委
員
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相

談
相
手
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

■�

定
例
相
談
会

▽�

と
き　
10
月
11
日
水
・
午
後
１
時
～

４
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

■
巡
回
相
談
会

▽�

と
き　

①
10
月
18
日
水
②
25
日
水
・

午
後
１
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
①
＝
山
鹿
公
民
館 

②
＝
芦

屋
東
公
民
館

※�

毎
月
１
回
第
２
水
曜
日
の
午
後
１
時

～
４
時
に
も
、
中
央
公
民
館
４
階
で
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
行
政
相
談
委
員
今
村

智

さ
ん
（
☎
２
２
３
‐
２
６
７
４
）

庶
務
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）

総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局
（
☎

〈
０
９
２
〉
４
３
１
‐
７
０
８
２
）

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
の
無
料
相
談
会

　

土
地
の
価
格
水
準
・
賃

料
水
準
・
有
効
利
用
な
ど
の

相
談
に
不
動
産
鑑
定
士
が

応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　
10
月
25
日
水
・
午
後
１
時
～

４
時
（
３
時
30
分
ま
で
受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　
役
場
４
階

▽�

定
員　
12
人

▽�

相
談
時
間　
１
人
（
組
）
約
30
分

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
場
合
は
、必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

主
催　
公
益
社
団
法
人
福
岡
県
不
動

産
鑑
定
士
協
会

▽�

申
し
込
み　
９
月
26
日
火
か
ら
庶
務

係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）
へ

電力・ガス・食料品等
価格高騰重点支援給付金
を給付しています

　電力・ガス・食料品などの価格高騰に
よる家計への負担増を踏まえ、特に家計
への影響が大きい低所得世帯（令和５年
度の住民税非課税世帯）に対して、１世
帯あたり３万円を給付しています。町が
対象者として把握している世帯には、６月下旬に給付金の確
認書を発送しており、確認書を町に返送した世帯に対して、
順次、給付を行っています。
　確認書の返送が済んでいない人
は、10 月 31 日火までに返送して
ください。なお、非課税世帯であっ
ても、以下の場合は確認書が送付さ
れていない場合があり、申請が必要
です。
●�世帯の中に令和５年 1月 2日以降に転入した人がいる
●�世帯の中に確定申告または令和 5年度住民税申告をして
いない人がいる
　対象者になると思われる人で、確認書が自宅に届いていな
い人は障がい者・生活支援係まで相談してください。

▷�対象　令和５年５月１日に芦屋町に住民登録があり、世帯
全員の住民税均等割が非課税である世帯（住民税均等割が
課税されている人の扶養親族などのみで構成される世帯
も対象です）
▷申請期限　10月 31日火　※当日消印有効
▷�問い合わせ　障がい者・生活支援係（☎２２３‐３５３０）

広報あしや　2023.10⑮



芦
屋
町
の
人
権
擁
護
委
員
紹
介

　

令
和
５
年
７
月
１
日
に
佐
藤
一
雄
さ

ん
（
緑
ヶ
丘
）
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
８
年
６
月
30
日
ま
で
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
る
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
人
権
相

談
を
受
け
た
り
、
人

権
の
考
え
を
広
め
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
町
内
で
は
佐
藤

さ
ん
の
ほ
か
、
松
田
義
春
さ
ん
（
山
鹿
）

と
田
中
信
代
さ
ん
（
大
字
山
鹿
）
が
委

員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支
援

係（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

は
か
り
の
定
期
検
査
を
行
い
ま
す

　

計
量
法
に
基
づ
き
、

は
か
り
の
定
期
検
査
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

は
か
り
を
取
り
引
き
・

証
明
に
使
用
し
て
い
る

人
は
、
必
ず
受
検
し
て

く
だ
さ
い
。

▽�
検
査
の
対
象　

商
店
や
事
業
所
で
取

り
引
き
や
証
明
用
に
使
用
し
て
い
る

は
か
り
・
分
銅
・
お
も
り

※�

大
型
の
は
か
り
（
ひ
ょ
う
量
が
３
０

０
㎏
を
超
え
る
も
の
）
の
検
査
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽��
と
き　
10
月
17
日
火
・
午
前
10
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

▽��
と
こ
ろ　
町
民
会
館
ロ
ビ
ー

▽��
検
査
手
数
料　
【
非
自
動
は
か
り
】

◦
検
出
部
が
電
気
式
の
も
の

ひ
ょ
う
量

手
数
料

１
０
０
㎏
以
下

１
４
０
０
円

２
５
０
㎏
以
下

１
８
０
０
円

５
０
０
㎏
以
下

２
２
０
０
円

◦�

棒
は
か
り
、
ま
た
は
光
電
式
以
外
の

ば
ね
式
指
示
は
か
り
の
う
ち
、
直
線

目
盛
が
あ
る
も
の
＝
２
５
０
円

◦
右
記
以
外
の
も
の

ひ
ょ
う
量

手
数
料

１
０
０
㎏
以
下
　
　
５
０
０
円

２
５
０
㎏
以
下
　
　
９
０
０
円

５
０
０
㎏
以
下

１
５
０
０
円

◦�

分
銅
ま
た
は
定
量
お
も
り
、
も
し
く

は
定
量
増
お
も
り
＝
10
円

※�

最
小
の
目
量
ま
た
は
感
量
が
ひ
ょ
う

量
の
１
万
分
の
１
未
満
の
も
の
は
、

手
数
料
が
２
倍
に
な
り
ま
す
。

※��

集
合
検
査
に
持
ち
込
め
る
は
か
り
の

ひ
ょ
う
量
は
、
３
０
０
㎏
以
下
の
非

自
動
は
か
り
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
指
定
定
期
検
査
機
関

一
般
社
団
法
人 

福
岡
県
計
量
協
会

（
☎
〈
０
９
２
〉
９
３
９
‐
２
９
４
５
）

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

芦
屋
町
生
活
応
援
商
品
券
は

届
き
ま
し
た
か

　

芦
屋
町
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
独
自
支

援
策
と
し
て
、
給
付
対
象

者
（
令
和
５
年
７
月
１
日

時
点
で
、
芦
屋
町
に
住
民

登
録
さ
れ
て
お
り
、
７
月

25
日
ま
で
引
き
続
き
住
民

登
録
さ
れ
て
い
る
人
）
１
人
に
つ
き
１
万

円
分
の
芦
屋
町
生
活
応
援
商
品
券
を
、
８

月
中
旬
か
ら
ゆ
う
パ
ッ
ク
で
世
帯
主
宛
て

に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　
長
期
不
在
な
ど
で
受
け
取
り
が
で
き
な

か
っ
た
世
帯
分
の
商
品
券
は
、
役
場
に
返

送
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
世
帯
主
が
受
け

取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
世
帯
主
以
外
が

受
け
取
る
場
合
は
、委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
商
品
券
が
使
え
る
店
舗
の
追
加

や
使
え
な
く
な
っ

た
店
舗
の
情
報
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
る
か
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▽�

商
品
券
使
用
期
限　
令
和
６
年
１
月

31
日
水

▽�

問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
２
）

スーパーはまゆうと商店街の
利用者以外は長時間駐車

しないでください　
　スーパーはまゆう（船頭町）の東側駐車場は、
スーパーの閉店後でも商店街を利用する人のため
の駐車場として開放しています。
　しかし連日、長時間駐車している車両があり、
商店街を利用する人が駐車場を利用できない状況
が発生しています。長時間の駐車は、本来の利用
客の迷惑となりますので、ご遠慮ください。

▽ �問い合わせ　商工観光係（☎２２３‐３５４２）

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

生き活き市場
GoodSmileはまゆう
（スーパーはまゆう）

夜間開放
駐車場

生活応援商品券
ホームページ

⑯広報あしや　2023.10芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



❶ ❷
郵送・
持ち込み

〒８０７- ０１９８　（住所記入不要）芦屋町役場

都市整備課下水道係 産業観光課商工観光係

ファクス ２２３‐３９２７

メール
アドレス 　suido@town.ashiya.lg.jp 　kanko@town.ashiya.lg.jp

問い合わせ 下水道係（☎２２３‐３５４９） 商工観光係（☎２２３‐３５４２）

皆さんの声をまちづくりに
パブリックコメント（意見募集）

【意見募集】　次の❶・❷の素案に対する、皆さんの意見を募集します。

❷�魚見公園整備計画（素案）
　�　魚見公園に新たな観光要素を追加し、マリン
テラスあしや、芦屋釜の里など隣接する施設と
も連動した観光スポットとし
ての機能拡充を踏まえた整備
検討を行うための魚見公園整
備計画の素案を作成しました。

❶芦屋町下水道事業経営戦略（素案）
　�　平成 29年３月に「芦屋町下水道事業経営戦略」
を策定し、下水道事業のさまざまな取り組みを
行ってきました。これまでの取り組みを踏まえ、
近年の下水道を取り巻く環境に合わせて経営戦
略を見直すため、芦屋町下水道事業経営戦略の素
案を作成しました。

【❶・❷共通事項】

▽ �対象　町内に住んでいるか、通勤・通学している人

▽ �素案の配布場所　
◦役場１階総合案内
�◦�役場各課窓口（❶=１階都市整備
課、❷=１階産業観光課）
◦町民会館　◦総合体育館
◦中央公民館、芦屋東公民館、山鹿公民館
※�町のホームページからもダウンロードできます。

▽ �意見受付期間　９月 27 日水～ 10 月 26 日木（郵
送の場合は 10月 26日木必着）

▽ �意見に対する対応　提出された意見は、計画策定
の参考とします。意見は住所、氏名などの個人情
報を除き、町の考え方とあわせて公表します。また、
提出者に対する個別回答は行いません。
　�　なお、誹

ひぼうちゅうしょう

謗中傷や匿名の意見、電話による意見
は受け付けできません。
※提出された意見は返却しません。

【提出方法】　所定の様式または任意の様式に必要事項（住所、氏名、年齢、性別、連絡先）と意見を記入し、郵送、
持ち込み、ファクス、電子メールのいずれかで提出してください。

パブリックコメント
ホームページ

⑰ 広報あしや　2023.10



「
緑
の
募
金
」
を
受
け
付
け
て
い

ま
す

美
し
い
郷
土
を
つ

く
り
、
豊
か
な
水
を

も
た
ら
す
森
林
な
ど

の
緑
。
そ
の
豊
か
な

緑
を
限
り
な
い
未
来
に
残
す
た
め
、
今

年
も
「
緑
の
募
金
」
運
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
集
ま
っ
た
募
金
は
、
町
や
民
間

団
体
な
ど
が
行
う
緑
化
活
動
や
緑
に
関

す
る
普
及
・
啓
発
活
動
や
次
代
を
担
う

小
中
学
生
を
育
成
す
る
緑
の
少
年
団
活

動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

※�

自
治
区
で
も
募
金
の
取
り
ま
と
め
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
区
長
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

受
付
期
間　
10
月
31
日
火
ま
で

▽�

受
付
場
所　
環
境
住
宅
課
窓
口

▽�

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
８
）

自
衛
官
採
用
試
験

▽�

種
目

　
①
自
衛
官
候
補
生 

　
②
一
般
曹
候
補
生

▽�

受
付
期
限

　
①
11
月
６
日
月

　
②
11
月
30
日
木

お
知
ら
せ

年金生活者支援給付金制度
　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入やその他の所得額が一定基準額以下の、年金受
給者の生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。受け取りには請求書の提
出が必要です。案内や事務手続きは日本年金機構（年金事務所）が行います。

▽ �対象
　❶老齢基礎年金を受給している人
　　次の要件をすべて満たしている必要があります。
　　○ 65歳以上である
　　○世帯員全員の市町村民税が非課税となっている
　　○年金収入額とその他の所得額の合計が約 88万円以下である
　❷障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している人
　　次の要件を満たしている必要があります。
　　○前年の所得額が約 472 万円以下である

▽ �請求の手続き
　①新たに年金生活者支援給付金を受け取る人
　�　対象者には、日本年金機構から請求可能な旨のお知らせが９月初旬から順次届きます。同封
のはがき（年金生活者支援給付金請求書）を記入して提出してください。
　※�令和６年１月４日木までに請求手続きを完了すると、令和５年 10月分からさかのぼって支
給されます。

　②年金を受給しはじめる人
　�　年金受給の請求手続きとあわせて、年金事務所または市区町村に請求手続きをしてください。

　 ▽ �問い合わせ
　　給付金専用ダイヤル（☎〈０５７０〉０５‐４０９２）

�日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内に注意してください。
　�　日本年金機構や厚生労働省から、電話で家族構成や口座番号・暗証番号を聞くことや、
手数料などの金銭を求めることはありません。

みんなの ね・ん・き・ん

給付金請求

自衛隊福岡地方協力
本部ホームページ

広報あしや　2023.10芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp ⑱



▽�
試
験
日
・
応
募
資
格　
自
衛
隊
福
岡

地
方
協
力
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協

力
本
部
芦
屋
地
域
事
務
所
担
当 

松
尾

（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１
内
線
３
４
８
）

第
21
回
芦
屋
海
岸
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

遠
賀
川
に
捨
て
ら
れ

た
小
さ
な
ご
み
が
雨
の

た
び
に
河
口
堰ぜ
き

に
集
ま

り
、
海
へ
流
れ
出
し
た

ご
み
は
、
芦
屋
の
海
岸

に
も
多
く
流
れ
着
い
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
ご
み
は
川
岸
や
海
岸
を
汚
す
だ
け

で
は
な
く
、
魚
や
動
物
な
ど
に
も
影
響

が
出
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
遠
賀
川
河
口
付
近
の
住
民
を

中
心
に
、
上
流
・
中
流
域
の
住
民
や
多
く

の
企
業
の
人
も
参
加
し
て
清
掃
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
流
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

き
れ
い
な
海
辺
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

▽��

と
き　
10
月
22
日
日
・
午
前
10
時
～

正
午

※
雨
天
時
は
29
日
日
に
延
期
し
ま
す
。

▽��

と
こ
ろ　
柏
原
漁
協
前
集
合

▽��

持
っ
て
く
る
も
の　

軍
手
、
水
分
補

給
の
飲
み
物
、
帽
子
な
ど

▽��
問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
８
）

マイナンバーカードの
休日窓口を開設します

　平日役場開庁時に、マイナンバーカード
の受け取りや申請ができない人のために、
次の日程で休日・夜間窓口を開設します。

▽ �とき　10 月 14 日土、29 日日・午前８時
30分～正午
※�急きょ中止になる場合は、
ホームページに掲載します。

▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　�【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、
申請書貼付写真（ない場合は、申請時に
無料で撮影）、通知カード、本人確認書類、
住民基本台帳カード（持っている人のみ）
　�【受け取り】　交付通知書、通知カード、
本人確認書類、住民基本台帳カード（持
っている人のみ）

※�本人確認書類は、公的機関
が発行した免許証などの顔
写真付きは１点、健康保険
証などの顔写真がないもの
は２点必要です。不明な場
合は問い合わせてください。
※手続きは本人のみできます。
※�証明書の発行や転入・転出の異動の受け
付けなどは行いません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

マイナンバー休日
窓口ホームページ

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、次の日程で夜
間飛行訓練を行います。
【ジェット機】

▽ �とき　10 月 17 日火・18 日水の日没～午
後９時ごろ（予備日＝ 19日木・20日金・
23 日月・24 日火・25 日水・26 日木・
27日金）

【救難ヘリコプター・救難捜索機】

▽ �とき　毎週月・火の日没～午後９時ごろ
※�天候不良の場合水・木・金が予備日です。

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室
　（☎２２３‐０９８１内線２５４）

町・県民税の申告のお願い
　
　住民税の申告をしていない場合、住民税や各種
保険料の算定に影響がある場合があります。そこ
で、令和４年中の収入申告をしていない人に対し
て、案内はがきを送付します。はがきが届いた人は、
申告に必要な下記のものをそろえて、手続きをし
てください。なお、来庁がむずかしい場合は連絡
してください。

▽ �申告期限　10月 31 日火（土日祝日を除く）・午
前８時 30分～午後５時 15分

▽ �ところ　税務課窓口

▽ �持ってくるもの　
◦�案内はがき
◦�所得の内容が分かるもの
  （源泉徴収票など）
◦��事業所得などがある人は経費が分
かるもの（帳簿、領収書など）
◦�生命保険、地震保険などの
　控除証明書
◦�障害者手帳など（交付を受けている人のみ）

▽問い合わせ　課税係（☎２２３‐３５３４）

案内はがき

広報あしや　2023.10⑲



あ
し
や
文
化
祭
開
催

　

町
内
の
同
好
会
に
よ
る
作
品
の
展
示

や
ダ
ン
ス
、
詩
吟
な
ど
日
頃
の
成
果
の

発
表
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

【
作
品
展
】

▽�

と
き　
10
月
28
日
土
・
午
前
10
時
～

午
後
5
時
、
29
日
日
・
午
前
10
時
～
午

後
４
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

【
歌
と
踊
り
の
つ
ど
い
】

▽�

と
き　
11
月
３
日
金
・
午
後
1
時
30

分
開
演
（
午
後
１
時
開
場
）

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
茶
会
】

▽�

と
き　
11
月
３
日
金
・
午
前
10
時
～

午
後
３
時

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
町
文
化
協
会（
中

央
公
民
館
内
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

芦
屋
釜
の
里
・
芦
屋
歴
史
の
里

イ
ベ
ン
ト
情
報

❶�

茶
道
ミ
ニ
講
座
「
抹
茶
を
楽
し
む
」

　
抹
茶
の
選
び
方
や
保
存
方
法
、
産
地
、

味
の
違
い
な
ど
を
学
ぶ
講
座
で
す
（
呈

茶
付
き
）。

▽�

と
き　
10
月
29
日
日
・
午
前
10
時
～

11
時

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里

▽�

対
象　
中
学
生
以
上

▽�

参
加
費　
高
校
生
以
上
５
０
０
円（
入

館
料
、
お
茶
代
）、
中
学
生
３
０
０
円

（
お
茶
代
）

※�

令
和
５
年
度
は
県
の
事
業
に
よ
り
、

小
中
学
生
は
入
館
料
無
料

▽��
定
員　
８
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　
10
月
８
日
日
～
22
日
日
・

午
前
9
時
～
午
後
5
時
に
芦
屋
釜
の

里
（
☎
２
２
３
‐
５
８
８
１
）
へ

❷�
秋
季
企
画
展
「
芦
屋
釜
、
再
興
～
今

に
宿
る
室
町
の
美
～
」

　

古
芦
屋
釜
に
表
現
さ
れ
る
室
町
時
代

の
美
意
識
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
芦

屋
釜
復
元
の
過
程
で
そ
れ
ら
を
ど
う
表

現
し
た
の
か
、
作
品
か
ら
探
り
ま
す
。

▽�

と
き　
10
月
３
日
火
～
12
月
３
日
日

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
資
料
室

▽�

入
館
料　
高
校
生
以
上
２
０
０
円
、

中
学
生
以
下
無
料

※�

令
和
５
年
度
は
県
の
事
業
に
よ
り
、

小
中
学
生
は
入
館
料
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
‐
５
８
８
１
）

❸�

歴
史
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
「
山
と
信
仰

～
英
彦
山
　
日
本
三
大
修
験
道
～
」

　

日
本
三
大
修し
ゅ
げ
ん
ど
う

験
道
の
１
つ
、
英
彦
山

に
行
き
ま
す
。
銅か
ね
の
と
り
い

鳥
居
か
ら
英
彦
山
神

宮
奉ほ
う
へ
い
で
ん

幣
殿
に
続
く
石
段
に
は
現
在
も
修

験
者
・
山
伏
の
坊
（
住
居
兼
接
待
所
）

が
わ
ず
か
に
残
り
ま
す
。
仏
教
と
神
道

の
融
合
し
た
修
験
道
と
山
伏
の
イ
メ
ー

ジ
を
な
ぞ
れ
る
よ
う
に
見
学
を
し
ま
す
。

▽��

と
き　
11
月
４
日
土
・
午
前
７
時
50

分
役
場
玄
関
前
集
合

▽��

見
学
先　
英
彦
山
奉
幣
殿
、
英
彦
山

修
験
道
館
ほ
か

▽��
対
象　
町
内
外
の
人

※�

中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽��
定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽��
参
加
費　

２
２
５
円
（
資
料
代
、
保

険
料
）

※�

別
途
、
入
館
料
な
ど
（
５
０
０
円
）、

昼
食
代
が
必
要
で
す
。

▽�

申
し
込
み　

10
月
９
日
月
（
祝
日
）

～
15
日
日
・
午
前
9
時
～
午
後
5
時

に
芦
屋
歴
史
の
里
（
☎
２
２
２
‐
２

５
５
５
）
へ　

【
共
通
項
目
】

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。
た
だ
し
、
月

曜
祝
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
が
休

館
で
す
。

中
央
公
民
館
講
座

❶�
知
っ
て
お
き
た
い
芦
屋
町
の
貴
重
な

動
植
物
～
恵
ま
れ
た
自
然
を
将
来
に

残
す
た
め
に
～

　

歴
史
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
芦
屋
町
に

は
、
日
常
生
活
の
中
で
は
見
過
ご
し
て

い
る
何
気
な
い
景
色
の
中
に
も
貴
重
な

植
物
群
落
や
生
物
種
が
生
息
し
て
い
ま

す
。
古
く
か
ら
郷
土
の
景
色
の
一
部
を

な
し
て
き
た
動
植
物
は
、
そ
の
生
育
環

境
や
管
理
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
生

存
が
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
樹
木
医

と
し
て
の
視
点
か
ら
、
芦
屋
町
の
動
植

物
の
現
状
と
未
来
を
話
し
ま
す
。

▽�

と
き　
10
月
21
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
吉
岡
学
さ
ん
（
樹
木
医
）

▽�

定
員　
60
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
） 

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
９
月
26
日
火
・
午
前
9
時

～
午
後
5
時
に
中
央
公
民
館
（
☎
２
２

２
‐
１
６
８
１
）
へ

❷
ス
マ
ホ
実
践
講
座

　

日
常
生
活
に
役
立
つ
「
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
（
以
下
ス
マ
ホ
）」
の
い
ろ
い
ろ
な

使
い
方
、
ラ
イ
ン
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
な
ど

の
実
用
的
な
ア
プ
リ
の
活
用
を
学
ぶ
講

座
で
す
。
10
回
連
続
講
座
で
じ
っ
く
り

と
勉
強
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
個
人
の
ス

マ
ホ
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
10
月
31
日
～
12
月
5
日
の
毎

週
火
・
木
曜
日
（
11
月
23
日
を
除
く
）・

午
前
10
時
～
正
午

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

講
師　
石
田
恵
さ
ん
（
ア
ー
ニ
ス
ト

カ
ン
パ
ニ
ー
）

▽�

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
て
、
入
力
や
検

お
知
ら
せ
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索
な
ど
の
基
本
操
作
が
で
き
、
活
用

方
法
を
学
び
た
い
人

※�

申
し
込
み
締
切
日
に
定
員
に
達
し
な

か
っ
た
場
合
は
、
町
外
の
人
も
先
着

順
で
受
講
で
き
ま
す
（
受
付
期
間
は

町
内
の
人
と
同
じ
）。

▽�

定
員　
15
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
） 

▽�

申
し
込
み　
10
月
１
日
日
～
14
日
土
・

午
前
9
時
～
午
後
5
時
に
電
話
で
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

●
親
子
で
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
講
座

　

折
り
紙
や
デ
ザ
イ
ン

ペ
ー
パ
ー
な
ど
、
色
と

り
ど
り
の
紙
を
切
っ
て

丸
め
て
小
箱
に
詰
め
た
、

か
わ
い
い
小
物
を
作
る

講
座
で
す
。

▽
と
き　
10
月
22
日
日
午
後
１
時
～
３
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階

▽�

対
象　
５
歳
～
中
学
生
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
（
子
ど
も
の
み
の
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
）

▽
定
員　
16
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
１
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�

申
し
込
み　
10
月
１
日
日
～
20
日
金
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
中
央
公
民

館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ 

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

遠
賀
川
魚
道
公
園
等
護
岸
工
事
を

行
い
ま
す

▽�

工
期　
10
月
～
令
和
6
年
２
月

※�

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
現
地

に
掲
示
さ
れ
ま
す
。

※�

工
事
中
は
立
入
禁
止
区
域
に
近
寄
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
遠
賀
川
河
川
事
務
所

河
口
堰
管
理
支
所
（
☎
２
０
１
‐
１

６
７
５
）

ＫＢＣ九州朝日放送「ふるさとＷｉｓｈ」

　九州朝日放送（ＫＢＣ）で、福岡・佐賀 80市町村をはじめ、ＫＢＣの放送
エリアの魅力をテレビ、ラジオ、ＳＮＳでたっぷりと伝える「ふるさとＷｉｓ
ｈ」を放送中です。
　10月 16 日月～ 22日日の１週間は芦屋町にスポットを当て、自慢の食や特
産品、元気な企業や人など、芦屋町の魅力をたっぷり紹介します。また、ＫＢ
Ｃの「Ａ

ア イ タ カ ー
ｉｔａＣＡＲ」が町内をめぐり、芦屋町のイチオシ情報を放送します。

▽ �放送番組【テレビ】＝「アサデス。ＫＢＣ」、「シリタカ！」、「Ｗｉｓｈ＋
プラス
」など

　　　　　 【ラジオ】＝「アサデス。ラジオ」、「ＰＡＯ～Ｎ」、
　　　　　　　　　　　新番組「ハッピーアワー」など

▽ �問い合わせ　九州朝日放送（☎〈０９２〉７２１‐１２３４）

芦屋町特集！10月16日月～22日日

アイタガールの皆さんが
リポートします

アイタカーが
町内を走ります
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【
９
月
１
日
付
】

《
採
用
》

　

�

都
市
整
備
課
＝
松ま
つ
お尾 
賢す
ぐ
る、
環
境
住
宅

課
＝
宿や
ど
ひ
さ
た
か
ふ
み

久
貴
史
、教
育
委
員
会
出
向
＝

新し
ん
こ
だ
小
田
里り

な奈
、
税
務
課
＝
岡お
か
も
と本
有ゆ

か可

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
４
人
の
職
員
が
入
庁

し
ま
し
た
。
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
、
次

の
質
問
に
答
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

①
年
齢　
②
出
身
地　
③
好
き
な
も
の
・

こ
と　
④
特
技
・
自
慢　
⑤
座
右
の
銘
・

好
き
な
言
葉　

⑥
自
分
を
動
物
に
例
え

る
と　
⑦
抱
負

▽�

問
い
合
わ
せ　
人
事
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
４
）

広
告広報あしやに、広告を掲載しませんか

　「広報あしや」では、事業所や会社、店舗などの広
告を有料で掲載しています（制限事項あり）。
▷規格　白黒で１枠 87× 50㎜（この記事の枠内）
▷掲載料金　１枠 1万円で、２月以上掲載が条件
▷�申し込み　掲載希望号の２カ月前の
１日までに広報情報係（☎２２３‐
３５６９）へ申込書を提出

環境住宅課
宿久 貴史

①
28
歳
　
②
筑
後
市
　
③
お
と
ぼ

け
く
ん
ア
イ
ス
　
④
サ
ッ
カ
ー
　

⑤
猪
突
猛
進
　
⑥
イ
ノ
シ
シ

⑦
芦
屋
町
の
地
域
振
興
の
た
め
に

尽
力
し
ま
す
。
今
感
じ
て
い
る
こ

の
使
命
感
を
大
切
に
し
な
が
ら
業

務
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

都市整備課
松尾 賢

①
36
歳
　
②
芦
屋
町
　
③
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
　
④
サ
ッ
カ
ー
　
⑤
七
転

八
起
　
⑥
サ
ル
　
⑦
誰
も
が
安

心
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

を
心
が
け
ま
す
。
町
で
見
か
け
た

ら
ぜ
ひ
、
声
を
か
け
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。

税務課
岡本 有可

①
25
歳
　
②
八
幡
西
区 

③
日
向

坂
46
、
野
球
観
戦
、
犬
　
④
早
起

き
　
⑤
継
続
は
力
な
り
　
⑥
柴
犬

⑦
任
さ
れ
た
業
務
に
真し

ん

し摯
に
取
り

組
み
、
丁
寧
で
正
確
な
対
応
を
心

が
け
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

役
場
の
人
事

新
人
職
員
紹
介

教育委員会出向
新小田 里奈

①
26
歳
　
②
宗
像
市
　
③
岩
盤

浴
、
温
泉
　
④
空
手
　
⑤
最
悪
を

考
え
最
善
を
尽
く
す
　
⑥
リ
ス
と

ビ
ー
バ
ー
　

　
⑦
芦
屋
町
の
住

民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。
早
く
戦
力
に
な

れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。
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㉓

維
新
前
夜
と
山
鹿
流
④

曹そ
う
そ
う操
と
建け
ん
あ
ん安
文
学

　
「
老
驥
伏
櫪
志
在
千
里
（
老ろ
う
き驥
櫪れ
き
に
伏

す
と
も
志
千
里
に
在
り
）」
こ
の
漢
詩
を

山
鹿
流
兵
法
宗
家
の
山や
ま
が
そ
す
い

鹿
素
水
が
し
た

た
め
、
山
鹿
の
安
楽
寺
に
残
し
ま
し
た
。

前
回
の
歴
史
紀
行
で
は
、素
水
と
漢
詩
の

関
わ
り
を
説
明
し
ま
し
た
。今
回
は
漢
詩

と
作
者
曹
操
の
話
で
す
。

「
歩ほ
し
ゅ
つ
か
も
ん
こ
う

出
夏
門
行
」
よ
り
亀

か
め
は
こ
と
ぶ
き
と
い
え
ど

雖
寿

神
亀
雖
寿
　
猶
有
竟
時

騰
蛇
乗
霧
　
終
為
土
灰
。

老
驥
伏
櫪
　
志
在
千
里

烈
士
暮
年
　
壯
心
不
已
。

盈
縮
之
期
　
不
但
在
天

養
怡
之
福
　
可
得
永
年
。

幸
甚
至
哉
　
歌
以
詠
志

【
意
訳
】

神
亀
は
千
年
単
位
で
生
き
る
が
そ
れ
で

も
終
わ
り
が
あ
る
。
騰と
う
だ蛇（
ヘ
ビ
の
よ
う

な
神
獣
）は
霧
に
乗
り
飛
び
回
る
が
土
灰

と
な
っ
て
終
わ
る
。
老
い
た
馬
は
櫪（
馬

屋
）
に
伏
し
て
も
志
は
千
里
を
駆
け
る
。

烈れ
っ
し士
（
信
念
を
強
く
持
つ
人
）
は
人
生
の

暮
れ
に
も
若
々
し
い
心
を
保
っ
て
い
る
。

満
ち
欠
け
が
あ
る
の
は
天
に
数あ
ま
た多
あ
る

星
だ
け
で
は
な
い（
人
命
も
ま
た
同
じ
）。

こ
の
中ち
ゅ
う
げ
ん原で
心
身
を
養
う（
私
と
諸
君
ら

の
誼よ
し
みを
交
わ
す
）幸
福
は
と
こ
し
え
に
続

く
べ
し
。幸
い
な
れ
！
歌
っ
て
志
を
詠
じ

よ
う
。

　
話
は
中
国
後
漢
時
代
の
末
期
に
遡
り
ま

す
。西
暦
で
２
０
０
年
ご
ろ
。日
本
で
は
弥

生
時
代
で
す
。
動
乱
の
中
華
に
は
、
数
々

の
英
雄
が
現
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、

軍
事
、
政
治
、
文
化
全
て
に
ず
ば
抜
け
た

一
人
の
人
物
が
い
ま
す
。
曹
操
で
す
。『
三

国
志
演
義
』
で
は
、
劉り
ゅ
う
び備
や
諸し
ょ
か
つ
こ
う
め
い

葛
孔
明
な

ど
が
善
玉
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
対

立
面
に
い
る
曹
操
は
、
終
始
悪
玉
を
演
じ

さ
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
文
武
両
面

に
非
凡
な
才
能
を
見
せ
た
曹
操
を
、『
三
国

志
』
の
著
者
で
あ
る
陳ち
ん
じ
ゅ寿
は
「
非
常
の
人
、

超ち
ょ
う
せ
い
世
の
傑け
つ
」（
類た
ぐ
い
ま
れ稀な
る
才
の
持
ち
主
で
あ

り
、
時
代
を
超
え
た
英
雄
で
あ
る
）
と
評

し
て
い
ま
す
。寄
り
道
に
な
り
ま
す
が
、陳

寿
は
『
魏
志
倭
人
伝
』
の
作
者
で
も
あ
り

ま
す
。言
い
換
え
れ
ば
、曹
操
が
つ
く
っ
た

「
魏ぎ
こ
く国
」
の
歴
史
書
の
片
隅
に
、「
邪
馬
台

国
」
は
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

曹
操
が
後
漢
王
朝
最
後
の
皇
帝
で
あ

る
献け
ん
て
い帝
を
迎
え
た
年
（
１
９
６
年
）
か

ら
、曹
操
の
息
子
で
彼
の
後
継
者
で
あ
る

曹そ
う
ひ丕
が
献
帝
か
ら
皇
帝
の
地
位
の
禅
ぜ
ん
じ
ょ
う譲

を
受
け
、
魏
を
建
国
し
た
年
（
２
２
０

年
）
ま
で
の
元
号
を
「
建
安
」
と
い
い

ま
す
。
時
代
を
牽け
ん
い
ん引
し
た
の
が
曹
操
で
、

そ
の
文
学
才
能
は
、そ
の
息
子
の
曹
丕
と

曹そ
う
し
ょ
く
植
も
受
け
継
い
で
い
ま
す
。親
子
三
人

は
「
三
曹
」
と
呼
ば
れ
、同
時
代
の
優
れ

た
文
人
・
詩
人
た
ち
七
人
を
擁よ
う
ご護
、「
三

曹
七
子
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
漢
詩

の
世
界
は
後
世
「
建
安
文
学
」
と
呼
ば

れ
、型
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
文
調
を

そ
の
特
徴
と
し
ま
し
た
。「
歩
出
夏
門
行
」

の
第
四
章
「
亀
雖
寿
」（
２
０
８
年
ご
ろ

の
作
）
は
曹
操
の
代
表
作
で
、老
境
に
達

し
た
自
分
自
身
を
鼓
舞
す
る
内
容
で
す
。

素
水
も
英
雄
曹
操
に
自
己
を
重
ね
て
己

を
𠮟
咤
激
励
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

編

集
後
記

▼
精
霊
流
し
の
撮
影
で
、
故
人
の
た

め
に
親
族
や
友
人
が
集
ま
り
、
穏
や

か
に
語
り
合
う
姿
を
見
ま
し
た
。
昔
、

父
が
言
っ
た
「
俺
が
死
ん
だ
ら
3
回

忌
ま
で
は
や
っ
て
く
れ
」
と
い
う
願

い
。
き
っ
と
自
分
の
た
め
で
は
な
く
、

残
さ
れ
る
母
に
こ
ん
な
温
か
い
時
間

を
過
ご
し
て
ほ
し
い
か
ら
だ
と
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。�

（
野
中
）

▼
私
が
八は
っ

朔さ
く
の
節
句
の
写
真
を
初
め

て
撮
影
し
た
の
は
12
年
前
で
す
。
そ

の
時
の
赤
ち
ゃ
ん
は
今
、
中
学
１
年
生

く
ら
い
で
す
。
町
で
と
き
ど
き
面
影
の

あ
る
児
童
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
、

「
大
き
く
な
っ
た
な
ぁ
」と
心
の
中
で
成

長
を
喜
ん
で
い
ま
す
。
今
号
の
ま
ち
の

わ
だ
い
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
の

中
に
、
八
朔
の
節
句
で
撮
影
し
た
児
童

を
見
つ
け
て
ほ
っ
こ
り
し
ま
し
た
。
今

年
も
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
の
か
わ
い
い
姿

に
癒
さ
れ
つ
つ
、
健
や
か
な
成
長
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。�

（
鍬く
わ
も
り守
）

▼
八
朔
の
節
句
で
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
の

写
真
を
撮
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

八
朔
の
節
句
は
「
田
の
実
の
節
句
」。

転
じ
て「
頼
み
の
節
句
」。「
地
域
の
皆

さ
ん
、こ
の
子
を
頼
み
ま
す
」
と
い
っ

た
意
味
の
込
め
ら
れ
た
行
事
で
す
。

皆
さ
ん
に
し
っ
か
り
見
て
も
ら
え
る

よ
う
に
と
必
死
で
声
を
掛
け
な
が
ら

撮
り
ま
す
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
性
格
や

そ
の
と
き
の
気
分
も
さ
ま
ざ
ま
。
撮

れ
た
時
は
ホ
ッ
と
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

こ
の
子
た
ち
の
こ
と
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。�

（
那
木
）

紀
史
歴
屋
芦

行
そ
の
三
百
二
十
九

芦屋町公式ＬＩＮＥ

△�安楽寺　山鹿秀遠創建と伝えら
れる
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